
50 LIBRA  Vol.9  No.7  2009/7

単色の表紙に『デザインするな』で始まる短い文

章。デザインについて語る本とは思えない簡素な表

紙に目を引かれ，手に取った。パラパラとめくると，

何と本の後半分が広告の写真集のようになっている。

何だこれはと思いすぐに本棚に戻すが，どうにも気に

なり読み始めたのがこの一冊である。

本書は，クリエイティブディレクターの宮田識氏

と，同氏が代表を務める株式会社ドラフトの各種の

作品を通じて，その作品の裏にある考え方（著者は

「ディレクター道」と呼んでいる。）を語ったもので

ある。

宮田氏及び株式会社ドラフトといえば，キリンビー

ルの「うまいビールはキリンがつくれ。」など数多く

の広告を手がけた，有名なクリエイター集団である。

広告やデザインというと，「虚飾」と考える向きも

ないではない。しかし，紙面の都合上その内容にま

で触れることはできないが，本書を読む限り，宮田

氏及び株式会社ドラフトの作る広告は，虚飾どころ

か，その本質を伝えることが目的であるようである。

制作過程を聞くと，その広告の中には，見る人に伝

えたいと思うものが，文章中・写真中を問わず，溢

れている。

そうした気持ちで本の後半分の広告を見ると，さ

っきまで単なる写真集と思っていた広告が色々語り

出しているように思えるから不思議である。

そういえば，昔モスバーガーの広告を端から端ま

で読んで，それを作った会社に思いを馳せたことを

思い出した。弁護士とは違った形の文章表現がここ

にはある。なるほど，これが広告か。そう思わせて

くれる一冊である。
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